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取扱説明

A 
この製品を安令に、またIEしくお使いいただくために
必ずこの 取級説明書をお此みください。

elluA且えた使い}jをすると引放を引き起こすおそれがあります。
.お読みになっ た後は、 必ず製品の近くに保~:してくださし、。

松山株式会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[ はじめに

.このJI~ i，品川11)/ ，': は ロータリーのJI~抜 )jiJ; !:(J.l!IIJ J'.の

i J'.':I: ' I ifi i に つ いて I !C~世してあります。 ご似川 li i j には

必ず.ニのJIJ(t品川lりl川をよ <，;)'(み |分PI1併されてか

ら、rIし〈おJI~t品 L 叫‘たどき、 lriü の状態でご佐川

U~.さい。

.お，.fiみになった後は、必ず製ale・，のjJi(にi品作し、 ;tt

にtI~'é めるようにして ( t~. さい。

・腿 I.II\~ 他人に 1~ したり..mり泌される場介 11 . こ の

JIJ(iIA ，J見IIJI，'::.z.'2/11'.1こif;H L ておH主し U~' ~l' 。

・ こ の JI~被 .1見 !リlJ?を紛失、 またはmrおしたJ晶子子は、す
みやかに抑-I/:;またはお n l 、 l げい た t~. きました 1以光

山 、 I;~1)品へご11二Jとして〈ださ い。

.川町、 刊fml:，11あるレは安全 1'..他川百11"11¥の女児i'

おこなうニとがありま寸。そのような場介には、本

Jlのl付平f..および'U.点 ・イラストなどのー仰が、本

製品と一放しなャtJ.l{干がありますので、ご fiJぇ(t~. 

さレ

.ごイ、II)Jなことやお札Hroのニとがごち'いましたら

おnl、|げいただきました版_/(:./，1;.J:!J: WIへごtJJ，品 〈

fごさい。

・ & 10州 きの 川 マークは 川 1-..1.¥1こ叫な

'Iif(iです。必ず'.')ーってf1'J:をして(t.:~ l、。

A その警告文に従わなかった場合、死
危険 亡または重傷を負うことになるもの

を示します。

& 警告

& 注意

その笹告文に従わなかった場合、死
亡または重傷を負う危険性があるも
のを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケ
ガを負うおそれのあるものを示しま
す。

- こ のJIWoLl見 IIJI ， I~ には安全に fjò J:ーをしていただ〈ため

に、安全 J.のポイ ント「安全に作業をするためにJ

を.Ic似してあ ります。こ'仙川liijに必ず読んで(t~. ~ 
l .。
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[ 安全に作業をするために | 
こニにJじ，1世している;L.'~: ' 1 'I(i を 1・らないと、死亡 ・ fW， I r- N;~や.機械の似刊iの Il:Ukl になります。 よしJtんで安全作業

をしてく fJ5い。

一般的な注意事項

A嘗告 こんなときは運転しない
ej曲ゾ:j' ・ ~1i.iÁt ・ ~物の ljt~StlJ~~ .その他のFI'IIIにより f1・xiに*'1'できないとき・i同士飲んだとさ
eW4iしてレるとき・181反」、洲の人
lh警告作業に適した服装をする
はちまき ・円 :IJ:~ ・ 版タオル I;t.!;モ11です。

ヘルメッ卜 ・すべ 1)11..めのつレた革止を11111L 、t:.'.i~っさのない 1 11[% をして( t~. さ L、。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

d込書告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する
JI<fIA }jiJ;をよ(，lli 1111 L、fJJ:IIlliij に rJI~ j& ，1見 IIJJ 川」を必ずHfLむように HH~L て( t~. 色レ 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

lh嘗告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける
機械と一品目に rJIHIH見IIJJ，1:: Jを惚し、必-ru'/í むように tfí j却してくた，，~ ~、 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

lh警告 トラクターlこイ操縦装着するときは必すトラクターの取扱説明書を読む
トラクター に f1 ' Xi機士 官~1"fする li i j に、必ずトラクターのJI(flÆ説明 JF tJfLみ、よ( FI'.附してカ・ら f1・xi機の主EJ{

をして(t~' さい 。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

lh嘗告重量バランスの調墜をする
トラクターに吊ぃf1'Xi機やアタッチメント{(~~ .(f するときは、 トラクターメーカー純11のバランスウェイ

トをf，)け、バランス，，1.1幣をしてく t..::~ ~‘ 。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。
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A注意 公道の走行は作業機装着禁止
トラクターに11'.1佐機を装，(fして公泌を，ti j Lなレで<1:'さい。

必ず. In~l機を jl~外 L て，ti jして<1:'さL‘。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

a注意 機械の改造禁止
&jむをしないで<t:'さL、。l足。iJlの刈紘にはなりません。

純"日1I品や指定以外の百1)I'UII を jl~ I . 1 けなレでください。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

a注意 点検・ 整備をする
機械を{止うIjijと後には必ず点検 ・格制ilをして <t:'さい。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

a注意 点検整備中はエンジンを停止する

. 

点検 ・戦Wi・I1華FI(、またはi'ra除をするときは、必ずエンジンを伴iIしてください。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

a嘗告点検整備は平らで安定した場所でおこなう
失泊の~IH従にな ら ず安全で、機械が倒れたり、 1Vg ‘たりしない、|ι らで'ムコ，ËL t: I~IJ;Jrで、.-.'.':倹幣 flmをして < t:' 
さt、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意 カバー類は必す取付ける
主主将のと き や、.，.1.，:験 ・ 幣 Wiて'jl~外したカバ-Uiは、必ずjl~ I.I' 1tてく t:'さい。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

a注意 間に合った工具を正しく使用する
点険特備に必要な[J!.町iは、iJ!i"な'I'i'FIl i' L. "11'，)に介ったも のを"し 〈使JlJして〈ださい。

[守らないと]楚備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

ども醤告作業機の着脱は平らな場所でおこなう

In~械の1'}11i1.は、'\え b で\，1;\ L'~品川でおこなって( t~. さ L'。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

~注意 カブラのハンドルには絶対に手をふれない

作業機の主主将 ・ J\~外し のとき以外は、絶対にカプラ のノ 、 ンドルには干をAれな いでくださいロ

[守らないと]作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

d込書告 トラクターと作業機のまわりに人を近づけない
トラクターのまわりや11'.1住機との11¥1に人を人れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

~醤告作業機の下にもぐったり、腕入れない

(1'.~機のドに b (，ったり、 J止を人れないでください。

[守らないと]何かの原因て・作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

ども嘗告機械に巻き付いた尊やワラを取るときはエンジンを停止する

["¥+uml分に市やワラカf.:f!:きf・J'L 'たときは、必ずエンジンを(";'.11:t:>せ.ど会主{・lきを外してくだき t、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

ム 注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

作業機の ，UI，J!，~をするときは、 11'~佐機を 卜 げ、トラクターの刷 '"プレーキをかけ、 P 1' O 変i:liレバーを r 'i' ，'I:J 

のf.:r.;n に L ，エンジン{!'f-';. II してカ』らおこなって(t~.さい。

[守らないと]傷害事故や機械の鍋傷をまねくおそれがあります。

~嘗告 ロータリー耕では、ダッシングに注意

¥1;¥ L' Ij，JJ，1や、むのj:いところでは、ロータリーを叩っ〈 り降ろしてくt:さL、。¥，，[.t;する爪の勢いでトラク
ターを11¥1し、 1¥¥1['，す(ダッシング)ことがあります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

~嘗告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

何i~'fJ也での1172i車・忽旋["[1ム転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクター迷!立を務とし、人-き([，，[ って(t~.さ L 、 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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ih警告作業機の落下防止をする
11':¥!'i機の必卜士防11ーするため、 111111:ストップ.1，，' Jレブi-'';e全にrmめJてロ yクL. さらに11'来機の l、へf;を
人ilて〈だき L、。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

ih嘗告 アユミ板は、強度・長さ・幅の十分あるものを使用する
ft'í込み.fI'1附 Jらしをするときは、./，らで火泊の ~III.雌にならな l . JJ，¥ ';'rてeトラ yクのエンジンを11めま寸。Mか
なレようにサイドプレーキをかけ、，/(11めを Lてくt.:'~ l 、 。 [止川するアユミ似は 1;~lJ主 ・ J ~ さ ・ 恥';1)' /'分あり、

すべり 11:めのf，/'l.てレる bのをj並んでくださレ

H さのめやすは ~;ifi I~'，'j dの31:yです。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

ih嘗告子供を機械に近づけない
(fJ~には|分iI:..C!: L.近づけないでくださ l" 

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意 ロータリー単体の転倒防止をする
ゲージ倫 11 めピン‘ J生結パイプロ -7ーヒンを刈 ~ii の f.'r. ;;t~て'11 的、恥市lJi:Jj11をして〈ださい。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

ih注意格納時はカブラを外す
情納寸るときは、必ずカブラをf1企業機から外し、 j也，(，iにiytきます。

カプラのハンドル側f1'を11¥1i!sえると市卜します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

L 



: 本製品の使用目的について 】
.このロータリーは、ノド川や州lの糾うん、俳人戦J也

(k~~に似川 l ， (止111 1 1的以外の(1'1:には、決して使

わないで(t~. f:. l、o (Jj:JJJII (I~J以外の 11 ' 1:では|略した

場介は、似品l のN~にはなりません。

・このロータリーは決められた j盛iJ，~~川 JJ で l北 dl してい

ます 。 辿 I，~:‘トラクタ一同 JJ の1î~11~ 1人lで i止川し てく t~.

さい。Iililltl，dilえての仙川は欣1I¥tのlJ:ilklとなり、 l恥
μ'，rの付総にはなりません。

.このロータリーは rf，';!ijl; 3山リンクJJJI.怖でムnし
ています。他のIJHi片r1'，H;J<:3 .'.'.':リンク」などでは災

1'1ができません。

・ニのロータリーの己主j立は決Lておこなわなレでくだ

さい 。 f~UJ! の Nlí<にはなりません。

[ 保証書について

rf祉，flE， I~: Jはお古:織がf:f.，1iI:(1基J1[!を受けられるときに必~

となる bのです。

おu'，'eみになったf創立大1:))に f~)~' してく TJ5 レ。

5 

( アフターサービスについて 】
機械の，UI;fr が~lL~L‘ときは、ニ のJfRi&，j見JI)J1':を参III!し山

検 Lて〈ださい。

点検・幣(IWして bィ、H介があるJ品作は、おnl、1'，1fl' 

t~t~.いた l似'/(:.1山、 I;~I品、 tたは'9HI:"'でこ・迎給(t~. さ

L、。

なお m) ， 'u'，のごiI文は似必1.1; ・ I;~W， に ~:In11: tm仏ぷ(パー
ツリスト)カ r Wi え てありま寸のでご制 1.:主(t~'さ L ‘ 。

.ごjji給いただきたいIJ，ru

• I~りU~ 1:製 j~ ~作り

・ご(IJ!JII心WI

・11<川です力。? 封11ですかヲ

. 1よJLIの条('1は? イ iが~いですカι ヲ 強制 lで

すか?

トラクターの iilil~ I~ ? 

'1'1'0の1"1転数Il?

・どの〈らい使11If:.れましたか?

・ ~~)口口アーノレまたは 口口[1 ，1'11 \1

・ ィ~H-{'i'が ;ê'l したときの状HI をなるへ〈、 くわし

〈教えて(t~. f:. レ。

: 補修部晶と供給年限について 】
eMi修部品は、純正日H"II"をおnいポめください。

"i 1以官l似thitをお・f止いになりますと.機械のィ、，聞や刊
fiEに[拶科する場合があります。

・ニの製品のMi修川部品の供給11川WUI川){阜、製治干l

ち切り後91ドです。ただし供給年以内であっても、

特殊書I!I'II"については納JUIなどご相談させていただ〈

場介があります。

・f!1，*f'o il' ~N経過後であって b 、剖).'，，'， 供給のご~{.lJ'1が

あったt品作には.納JUI、および倒的についてご判じ!主

させていただきます。
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醤告ラベルの種類と位置 t 
-野fB1ラベノレ1i.1:JI1の fI'r. ;i'iにlIiiってあります。 よ〈おJh'eみになって安全に(1'来して(1';さい。
・聖子;日 ラベル i立、í'j' れや 1 : を J品と Lfit に 比 えるようにしてお川、てく t:.~ ~ l、。

.紛失. <1:た IHHJlされた場介には、おnl 、 1 '. lfl 、た t~'いた l以光 J，町、または I;~t品へ 卜，lcI~~!式、およびコードナンバー

でごiI文のほどお， Wlil'l 、 1~ Lます。

07 W36 ネームプレー卜

y屯~)'‘

ClO 

C10 8750-337000 

W14 8750-348000 
， 

A注意 A警 告 A警 告
-トラクターとの

ぷ 九v82'a、ea 圃臨時国ゲージ

繍止めピノまた

'a.スタンドキ
ヤリヤモ指示マ

ネームプレート
A注意
日ω 骨
.何置中や白岡崎IJ近
づかUいで<r~こさ L、l
-ヶガをするおそれが
あリ.n

ーク過リに吉わ
.作..を篇闘するとき -エンジンまた，aPTO

せてください。
はトラクターと作様。. 軸が回転申'a.手や足
由聞に立たないでくだ を作.槍町中や下へ入

.作稼働が彼方へ さい。 れないてーください。
証明するおそれ -はさまれてケガをする -ケガをするおモれh'
があります. おそれがあります. あります.

07 8750-344000 

一
W36 8750-391000 

W1 8750-316000 ， 

A警告 A 注 意
f 

A警告

:lI企 {肉 世間前に取曲鶴岡ーをよく臨んで
宜主で正しい作援をしてください.

姐勘 ・エンジン柏崎崎や伸置園周韻圃伸レパーを圃仰すると曹<J.曲ず岡聞に

.作線"の修理点機
人がいUいことを暗闘してく正直い.

週"・盟国崎.IliBNや仰E圃をよ下値.に楓押すると曾LJl:hリや禍巧.
潤婦を行なうときは、ト よく開眼してく1::'さい.

油圧陣下防止用のス .停車蝿の土に人宅厩世~いで <1::'2い.

yブJ'(Jレブを ロック 盤個 ・伸・惜ブのレ" ‘ 点情 ー 珊帽を，，~うとき"トラクターを平岨U咽聞にゆブ刷し
脳・ ーキをか吋て.エンジン量樽止し、 姻庄陣下防止用のストッ

(間)方向に蹄込んで パJレ7を口・2タ(聞);円向に崎込んで〈ださい.
ください。 .仰.慣を・凪すると曹"トラクヨFーと伸置掴の聞に立たUいで〈ださい.

'勺ミふ令、A
l ・エンジンまたはPTO
軸が回艦中国、手や足

を作..白q>や下へ入

.作.僧カ鴨下して -幽掴点嶋崎，ジコイントに..ずクリスを注入してく1::'2い.畠鵬の珂イル・

ケガをするおそれが
を点m惜'"し.世'.い咽畠"ギア河イ'"補略して〈正直い向
.晶 Jレトーナット周回再現帽を行}Jい...聖があれば唱し崎めしてくだ遣い.

あります. -ヵパ一周回必ず断定の位置にH・して〈ださい.

| れないでください.
-ケガをするおそれが

あります.
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主要請元 l 

型 式 区 分
MXR-1708 1 MXR-1808 MXR-1908 MXル2008 MXR-2208 MXR-2408 

4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 4L 1 3L 1 OL 4L 1 3L 1 OL 4L 1 3L 1 OL 
四E !fiJJ 方 式 サイドドライブ

標~1< 
全 長(mm) 1260 
全 阪(mm) 1900 2000 2100 2200 2400 2600 
会 r月(mm) 1300 1080 1300 1080 1300 1080 1300 1080 1300 1080 1300 11080 

質 :IJI: (kg) 4651465 430 4751475 440 490 1490 455 5001500 465 5201520 485 540 1540 1 505 
適応トラクター(ps) 40-50 40-55 45-60 45-70 45-70 50-70 

/1 (kW) 29.'1-33.1 29.4-40.5 33.1-4'1.1 33.1-51.5 33.1-51.5 36.8-51.5 

談者 2主置の額賀i 11/;!l: . I : r，，;~~I~ オートヒッチ1. 2法 111 ELカプラ

撚 司自 ~Jf 幅(mm) 1700 1800 1900 2000 2200 2400 
機 m 車井 1菜(crn) 12-15 
相寝耳目作業速度(km/h) 2.0-3.0 
入力取h回転数(rpm) 5，10 

変速の有無と変速方法 イj1) ，ギヤ制L"干ぇ}iW
保 i¥f¥J 65 (25: 18) 199 (23:20) 263 (20:23) 317 (18:25) 

車Ifうん車h回転数(rpm) オプション135(27:16)149(26:17) 181 (24:19)218(22:21) 
239 (21 :22) 289 (19:24) 3'19 (17:26) 386 (1 6:27) 427 (15:28) 

耕うん爪取りHH方法 フランジタイプ

線機爪の桁l鰍と本数
A25GL 18-1>: I A25GL 18-1>: I A25GL 20本 A25GL20~メ A25G L 22本 A25GL24本
A25GI~ 18本 A25GR 1 8本 A25G I~ 20本 A25GR20本 A25GR22 ~三 A25G R 24~メ

~ 1\~爪の外径 (crn) 51 
耕 i系側節機械 ，jijゲージ蛤
耕うん作業能率(分/IOa) 15.7-23.6 1 14.8-22.2 1 1'1.0-21.0 1 13.3-20.0 1 12.1-18.2 1 11.1-16.7 

型 式 IR 分
MXR-1708 MXR-1808 1 MXR-1908 1 MXR-2008 1 MXR-2008H 

45 1 35 1 05 1 45 1 35 1 05 1 45 1 35 1 05 1 45 1 35 1 05 1 45 1 35 1 05 
駆 卸J 方 式 サイドドライブ

機Mf本2 

会 長(mm) 1260 

全 師(mm) 1900 2000 2100 2200 2200 
全 tij (mm) 1165 1080 1165 1080 1165 1080 1165 11080 1165 1080 

~ 位(kg) 450 1450 430 460 1 460 440 4751475 455 4851 '1851 465 4851485 465 
適応トラクター(ps) 40-50 '10-55 45-60 45-70 45-70 

/1 (kW) 29.4-33.1 29.4-40.5 33.1-44.1 33.1-51.5 33.1-51.5 

4主~装訟の種類 日終 1)景11'\オートヒッチO.I)~fll E5カブラ
標 時島 朝ト 脈¥(mm) 1700 1800 1900 2000 2200 
様 耳S 朝十 1架(crn) 12-15 

機制作業法J3I:(km/h) 2.0-3.0 
入力制l回転数(rpm) 540 
変速の有無t変速方法 イIり、ギヤ*IL"守えMl

t事 i私165(25: 18) 199 (23:20) 263 (20:23) 317 (18:25) 
緋うん制l回転数(rpm) オプション135(27:16)149(26:17) 181 (24:19)218{22:21) 

239 (21 :22) 289 (19:24) 349 (J 7:26) 386 (I 6:27) 427 (15:28) 

緋うん爪取り付け方法 フランジタイプ ホルダータイプ

棟割高爪の.fJf1~i 1:本数
A25GL 18本 A25GL18本 A25GL20本 A25GL20~メ 1-114件18'本
A25GR 18-1>: I A25GR 18本 A25GR20本 A25GR 20-1>: A24作2本

J際司自爪の外後(crn) 51 
緋 i築制節機榊 ，jijゲージ輸
耕うん作業能率(分/JOa) 15.7-23.6 1 1'1.8-22.2 1 14.0-21.0 1 13.3-20.0 1 13.3-20.0 

.本U1Jr:. はは良のため FT，な(~l!!することがあります。
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型 式 . 区 手上 MXR-2008H I MXR-2208H I MXR-2408H I MXR-1708M I MXR-1808M I MXR-2008M 
4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 14Lj3i.jOL 

駆 ffilJ 方 式 サイドドライブ

律
全 長(mm) 1260 
会 阪(mm) 2200 2400 2600 1900 2000 2200 

全 百五(mm) 1300 11080 1300 11080 1300 11080 1315 11095 1315 11095 1315 11095 
質 低(kg) 50015001465 52015201485 54015401505 480 1480 1 45~ 4901 490 1455 505 1 505 1 <170 
適応トラクター(ps) 45-70 45-70 50-70 40-50 40-55 45-70 

11 (kW) :l:l. 1 -川，:i :l:¥. 1 -，，1 ." 36.8-51.5 29.4 -36.8 29.4-40.5 :36.8-51.5 

談者装置の車un 1 U;~ [e:P¥'¥オートヒ γチ¥.2状111 ELカプラ
.tl:I 現島 耕 幅(mm) 2000 2200 2400 1700 1800 2000 
相E 司自 耕 i架(cm) 12-15 

機1¥!1f1' t駐速度(km/h) 2.0-3.0 

入力車h回転数(rpm) 54() 

変速の平内H 変i!I1方法 イj1) • ギ-¥-4¥llf干ぇ}ji)、

f.:i 司'¥165(25: 18) 199 (23:20) 263 (20:23) 317 (18:25) 

耕うん軸回転数(rpm) オプション135(27:16)149(26:17) 181 (24:19)218(22:21) 
239 (21 :22) 289 (19:24) 349 (17:26) :186 (16:27) '127 (15:28) 「

緋うん爪取り付け方法 ホルダータイプ フランジタイプ

線機爪の極JI!と本数
H 14~キ 1 8本 HI4作 2日本 ト114作 22本 M5GL 244' M5GL 24-1メ M5GL 27-1メ

A2'1 ~守 2 4< A24作 2本 A24作 2本 M5GR 2'1本 ル15GR2'1本 M5GR 27-1メ
線機爪の外径(cm) 51 54 
耕 i楽側節 ;機榊 liijゲージ輪

~Jfうん作業能率(分/lOa) 13.3-20.0 12.1-18.2 1¥.1-16.7 15.7-23.6 1 14.8-22.2 13.3-20.0 

型 式 区 分
MXR-1708 MXR-1808 MXR-1908 MXR-2008 I MXR-2208 MXR-2408 . 
3LB 3LB 3LB 3LB 3LB 3LB 

駆 回j 方 式 サイドドライブ

標
全 iミ(mm) 1260 
金 制(mm) 1900 2000 2100 2200 2400 2600 

全 ;r~ (mm) 1300 

質 :!it (kg) 465 '175 490 500 520 5'10 
適応 トラクター(ps) 40-50 40-55 45-60 45-70 45-70 50-70 

11 (kW) 29.4-33.1 29.'1-40.5 33.1-'1'1. 1 33.1-5¥.5 33.1-5¥.5 36.8-51.5 

2主宰f~査債の極主H ワンタ γチカプラー1. 2À~川 ELカプラ k 

楳 時皇 #ト 中高(mm) 1700 1800 1900 2000 2200 2ω0 

機 司担 耕 i5l1 (cm) 12-15 

糠単作業速度(km/h) 2.0-3.0 
入力車b回転数(rpm) 5'10 
変速の有無t変速方法 イiり、 ギl'~I l f干ぇ }jW

~ 司'¥165 (25: 18) 199 (23:20) 263 (20:23) 317 (18:25) 
耕うん車111回転数(rpm) オプション135(27:16)149(26:17) 181 (24:19)218(22:2I) 

239 (21 :22) 289 (19:24) 349 (17:26) :386 (16:27) 427 (15:28) 

~Jf うん爪取り1<tけ方法 フランジタイプ

撚i悼爪の種類 t本数
A25GL 18本 A25GL18本 A25GL20本 A25GL20-1返 A25GL22本 A25GL 24* 
A25GR 18本 A25GR18本 A25GR20本 A25GR 20-1< I A25G R 22本 A25GR24本

相官懲 爪 の 外 径 (cm) 51 

耕 i奈側節機構 Ijijゲージ蛤

耕うん作業能率(分/lOa) 15.7-23.6 14.8-22.2 1 14.0-2¥.0 1 13.3-20.0 12.1-18.2 11.1-16.7 

.本M;;l:はt!文民のため l-f，な〈変叫す るニとがあ ります。
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E1 式 18: ~ì 
MXR-1708 MXR-1808 MXR-1908 MXR-2008 MXR-2208 I MXR-2408 
25 25 25 25 2L 2L 

駆 回J 方 式 ~r ィドドライフ'

機法11ζ 
全 :E!: (mm) 1260 

全 附(mm) 1900 2000 2100 2200 2400 2600 

全 J:j (mm) 1060 

質 五Ukg) 450 460 475 485 505 525 

迎応トラクター(ps) ，¥0-50 40-55 45-60 '15-70 45-70 50-70 
/1 (kW) 29.4-33.1 29.4-'¥0.5 33.1-'1'1.1 33.1-51.5 33.1-51.5 36.8-51.5 

装牢f 装 t~ の J個I 矧 2 Pヒッチ J15.1 2 Pヒッチ J15.2 

探 司住 緋 幅(mm) 1700 1800 1900 2000 2200 2400 

』需 品主 制十 i薬(cm) 12-15 

』軍司自作業速度(km/h) 2.0-3.0 

入力制iI回転数(rpm) 540 

変速の有無t変速方法 イiり.ギヤ*Ilf干ぇ}iW
f.¥'¥ 刊'¥165 (25: 18) 199 (23:20) 263 (20:23) 317 (18:25) 

緋うん申iI回転数(rpm) オプション135(27:16)149(26:17) 181 (24:19)218(22:21) 

239 (21 :22) 289 (19:24).349 (17:26) 386 (16:27) 427 (15:28) 

緋うん爪取り付け方法 フランジタイプ

』軍司島爪の種類と本数
A25GL 18-1< 1 A25GL 18本 A25GL20-1< 1 A25GL 204正 A25GL224メ A25GL 24本
A25GR 18本 A25GR18-1< 1 A25GR 20本 A25G I~ 20-1< 1 A25GR 22-1メ A25GR24-1三

t軍司自爪の外径(cm) 51 

耕 i系側節機榔 liijゲージ給
耕うん作業tjg準(分/lOa) 15.7-23.6 I 14.8-22.2 14.0-21.0 13.3-20.0 12.1-18.2 11.1-16.7 I 
.本，1r.JC は己主l'~のため ff，な〈虫:i!!するニとがあります.



.富士1当直Þm~歪~~0:~

国 各部のなまえ

'-， ~51 

A 注意
・梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください。

・木枠やダンボールの「クギ・ハリ」などには十分注

意してください。

守らないと「クギ ・ハリJや木枠でケガをすることが

あります。

図 組立

+S、L、3LBイ土機

・ミyションケースの 1..mnOmm:tiルト 4fI判とナット 2

fI川にパヰド1¥イI1:6fI!1でJI叫).1tます。

10 

" 

。〕ミッションケース Q!り主キ~'i ロ y 卜

(;1)スフリンク'エンド (111マスト

(:りチェ-./ケースカハー (1国叫J，;tmカバー
(.I)flll) 似 (¥:11プラケ y 卜

t r;)セU~J!} Nli 印J~J 'I~似

山 tif うん I~ 1~安全カ，、-

l7lゲージ給 1，;jlllぇパネ
おロワーヒンガ f卜 11ステー

リAiJ!ill

+2S/2Lj士梯

.-，.ストとステ-{dllf.1けます。 写真は25

-ゲージ輸は|人HIII~ .外IIJIきEちらにも"11f.)" Itができ

ます。 トラクターの'Il愉の後みになるように、 外II11

きに;¥11f・).1tるのが続可/<です。スクレツハーは後fJli)に

なります。

ゲー ジ輸



園 口ワーピンガイ ド・ト ップピンの組付け

カプラの干f(町lで制lHJiil，が]¥)なります。
ESカブラ

ップピン下側

圃 補助スプリングとパネ受けの組付け

ゲージ蛤アームの1&)jlシ、ヰ受けとニギリをJI:締め

してヒッチパイプの支えパイプのIlijにMill}Jスプリン

グを人れて/HHけます。

W 
ゲージ輔アーム

心
， 

園 連結ロットの組付け

述t./i ロットの 1 .仰をフレームパイプに 11ーめピンで iI~

め、ローターピンで抜け11:めをします。

11 

-S司 二TiJJ.;i~i=1・

.ロータリーの3・1リンク袋.{i.システムは、
日農工統一規格 「日農工標準3点オートヒッチJi' 

tli川してレます。

• r ll /:~ r.相継 3.... ，-.:オートヒッチ」はさらに"七ツ

卜.3セァト .0七ットと3f市首I1こ分かれます。

4セットは 3，1，'，1:リンクとジョイントヵ'1日JII、いこl'I fJi'}~ 

.{(でき、 3セットは 3，1，'，':リンクのみがI'I!日J装.{(で、

ショイン トは下でHIIます。 。セットはすでにおT

持ちの 4 七ットシリーズ(1'~機と JI， III するため、カ

プラ、およびジョイントは~{準装備 L ていませんロ

トラクターの準備 | 

A 注意
・トラクターの取扱脱明書r3点リンクの規格jをよ
く続んでください。守らないと、取付けができなか

ったり、機械の領傷やケガの原因になります。

チェック
チェーン

-カプラは f椋準3.'.'~リンク税特~J です。 トラクター

の3.'日リンク bf.:iW¥ 3 .'.'.0:リ ンクて‘ないと袋.{(ができ

ません。

・特殊3点リ ンク脱怖のjj.¥-:'}は、特殊3点リ ンク川ト

ップリンクプラケッ トを外し、 ト ップリンクを~準

3.，.1.，:リンク 川の 1IIIj(JltJ にター ンパツタノレのH~ 、た l{ い

ものに伴えてくださ L、。
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. (j'~機の l、が 1) Ill'ヵ旬、;止する場介は、 リフトロッド

のJ(，(・l火{，'r.;;'(~ロワーリンクの liíj(I!IJの火に砂 L て〈

fJtF L・。

寝泊姿勢 l 
A危 険
・ロータリーの装着 ・取外しをするときは、平らで固

い場所を選ぴ、いつでも危険をさけられる態努でお

こなってください。守らないと機械カ司王yれ傷害事故

につながります。

カプラでを~lí.できるように、ロ ー タリーの迩勢を，川町l

L<I:す.

川
内

一
-フ

k

一
プ

1
1
 

ン

一
カ

ピ

一

k
J

T
E
E
s
 

b
:
 

l

一式

l

一
盟

の

一J
-

z
:
 

-
舵
引

-
H
リ
'

ジ

一
タ

ゲ

一
ロ

①
 

止めピン位i世

アームの 1'，カ・ら5併11S， L 
MXR 

2 S， 2 L Iアームの|から 1併11

②後}jへの恥、6'IJを防止するため、辿UBロγ ト{(スプリ

ングエンドで11;1定し、 g)'I" fl~ カ '~~Jかないようにしま

寸自主主.{i(J((yトし)が終わったら、スプリングエンド

はlげて〈だき L、。(j!J'1'似がフリーで品I}J(ように)

カブラの準備 | 

. '1セットのI晶子干は.ジョイン トのダンポール桁に人

っているサポートプレートと述紡枠をJ('I.f・lけて〈だ

きL‘。

.3七 y 卜の場合は不安です。
ESカブラ

ミミ
tfl 開l ay， 
サポートフレー l
烹7了τ百古:lO ;1' 
，q，N(<a ~11 2 
ナット ~112 
亙.11; H~

宇. 一蹴
一フ

zi
l--

トレプ

ラ

一
ト

プ

一
一;ミ

カ

一
寸

乱

一
サ

/ 

，.' @ 

〆

l カブラの取付け l 
ニこでは， 4七ットを小心に説明します。4セットと

3七 γトのi卑レは、ジョイントが1'1~~)装 .{iカヘ T で1・l

けるかのi畠いです。



A警告
・カブラの装着 ・取外しは、平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクターの取扱脱明書r3点リンクの規格」をよ
〈続んでください。

ePTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止してカブラの取付けをします。

・必ず、 リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機織の損傷やケ

ガの原因となります。

トラクターのillll七レバーを傑作L.ロワーリンクを

rJrl卜Ir Jにします。 トラクターの PTO+'lhにジョ
イントのIl、内側 (人ーき い }j) を J{~f.Iけ ます。

国カプラを トラクターのトップリンクに、 トラクター

にf.I胤しているトァプリンクピンでJ{HJけます。

13 

固 jdjのロワーリンクにJ{(f.J.1tます。

|人JfI!lJ七ットと外flliJセァトができます。 トラクターの

3，1，'，1:リンク胤併に介わせて〈ださレ。

ES ヵプラ

EL カプラ

ESカプラ

外側---'"

ELカブラ

内1Mセット

jlS 0大

JIS I 

外側セット

jlS I 

JlS 2 

(内側セ yトJI S . I大) (外側セyトJI S ・2)

園ジョイントをサポートプレートの kに来せます。ス

テッカー耐1を1'.にして、ジョイン トを担?りなカ?ら"，j-

:f，ート プレートの切欠き町iへピンを人れます。



固ロータリーを ~~1(寸るまでI:i.， トラクターの小心に

合わせ1，'イt巴JT1にやや事〈似れるように、チェック

チェーンでfli1) tIめをします。

固ト ッフリンクの J~ さは、ロワーリンクのj也 1 '，，":J古川、

ぷのtき.カ7ラカfiRU'1になるように川符jします。

詰引

+25/2し仕機

・2，'，'.. :クイ yクヒッチをJI<f.jけ、リンチヒンで11;1;.i:し

ま寸。1，・イ1がノド白ドになるように ロワーリンクでl刈E11

して(t:''0 ，・e

2点クイ yクヒyチ

14 

ト 装殖の順序 | 

A警告
・ロータリーの装着は平らで固い場所を選ぴ、いつで

も危険をさけられる態努でおこなってください。

・トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

なL、ようにしてくfごさL'. 

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・ロータリーの調整をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してください。

・重いロータリァを装着したときは、 トラクターメー

カー純正のバランスウェイ卜を付け、バランス鯛整

をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ニニでは， "七ットセ小心に説明します。 '1セ y トと

:J七 ットの4"は. ジョ イントがIHJJ弘行力¥Tでトl

けるかの4いです。

ES 

• 

カプラのハンドルi:'1) Iき、フックtC解除し、先行状

1&¥ IニL止す。

(ESとELのフック1;1.辺の1yJきになりま寸)

カブラ
. EL 

ap--r‘ 
び

唱且
、....;

』〆;
• ¥ 

， 

フッ7
解除

図トラクターをロータリーの'1'心に合わせ、ま っすぐ

パック Lます。

トラクターのilliJIーをトIfて、カプラのトップ7'1ク

をロータリーのトップピンの 1;へ((， "せます。 ト

ラク膏ーとロータリーの'1'心が介うまで繰り返して

U:'さレ。



(写真はドライブハローです)

園ゆっ〈りトラクターのillllHプ1'，Irて、 卜γプ7ァク

でトップピンをす〈い lげます。

ロータリーのロワーピンガイドがカプラに人ります。

補足

.7'>クが吋たったり、ジョイントが人 bないt!l

イ干は. トラクターのilliハを 卜げてロータリーを

外し、相jめからやり 1111 して(1~'さい。

・ロータリーがJ，'イtに何Il、ているときは、 トラク

ターのイi(JlI)リフトロ γドのjえさを『叫ti?lし、 ロー

タリーの何1 きにカプラの何l きを介わせてから~!C

.{iして(t~. f:. い。

固ハンドルを押し、フックで|山IA:します。

4セ y トのtj.)イ干は、 ショイン卜 b1，;)11，¥に人Mlhのス
プラインに人ります。

(写真はドライブハローです)
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固ハンドノレをハンドノレストッパーでロックします。

，、ン ドJレ

ESカプラ スト:J.I"ー

固フックがストッパーで附f実にロックされているか、

必ず縦It11.してくだきL‘。(ELカブラ)

J 

ストンパー(ロッヲ)

1177:: 
tム 注意

・装着・取外しのとき以外は絶対にカブラのハンドル

には手をふれないでください。守らないとロータリ

ーが外れ、傷害事故につながります。

+25、2Lイ土機の場合

回フックのストッパーを解除し、 Iklりをl'ljijにs'IIしま

す。
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国 トラクターとロータリーの'1'心を介わせ、 まっす〈。

lこノどックします。

2，'，'，':クイックヒッチを1，イiU';-:作のドにく「らせt

す。

トラ クタ-1:ロータリーの中心が合うまで紬iりJ且し

て〈ださい。

固ゆっ〈りと ;II!IH:'I'，げて、 2，'，'，1:クイ γクヒッチでU

i': H~ i'寸< l‘Lげます。

"じ介、に U'H\\Iこ人って いるか仰z必。して、 l~! りを f&)j

へ倒L、 フックをスト γパーでロックします。

四 トラクターのトップリンクで、 ロータリーのマスト

i-' .d!f1Ii L 、 トップリンクピンでいI:.i::Lます。

図

国

持ち上げ時の注意 | 

はじめてトラクターへ装.{iするときは， r J，i 1一IfJ 
11，¥にトラクターとロータリーが-，.っかbないように

;，1111:をゆっ〈り |げながらp'(j[，W.Lます。11にキ、・ピ

ン f.!' i:Iトラクターの助作は、 i'~1Mのがラスを突き l

げないようにiI:. .'~:Lてく fJZFL、。

トラクターのなかには、 スイ yチて rJ，i1'，lfJ まで
1'19，)j 1'.7 1 する機附があります。 作業機が~J; L ‘よ < 1 

カfるため、 10cm以 上]IIJ附を川け、 |げJJI.:I，'Iをして〈

ださい。

トップリンクやロワーリンクのJ[~f・l 火 f:r.j;'r:. および

リフトロッドやトッ7リンクの1<~ i' '!rえた.tJ，~{'ì'に

は、，~!.J幣をやり 11'1 して〈ださ L 、。

A 注 意
-トラクターの取扱鋭明書r3点リン夕、およひ.2由庄
関係」をよく続んでください。守らないと+鮒戒の損

傷やケガの原因となります。

四 リフトロァドの J~ さを，~!.J町1 して. ロータリーの1，'イI

セノド'1仇lこ.U，';Jtiiiして<t~' さい。

| ジョイントの取付け I 

A 注 意
・PTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必
ず停止させ、ジョイン卜の取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

長さの確認

+4S!4L{士機

- ζニでは、 4セットを'1'心にll見1リlします。

4七ットと 3セットのi畠いは、

Tで1・J'l t るカ ・の~いです。.{i-カ

ジョイン トカ'1'， ω'J1~ 

- ジョイン ト の J41うは、 :l~-lÍ"寸るトラク タ ーの 1181パに

より ~Nなります。 ごi1'，)(11，¥にトラクターの別式をlリ|

' 1 ' してレた t~- ければ、 それにイ?った bのがHl、てき

ます。 咋lょがィ、 IIJIのtM干はl:':i叩もの H~ の勃ry~ f ・l け て

います。

L 
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泌氏すぎるンヨイントセ装.(iすると、 トラクターの ド

T 0 "'1 か(1'.1佐械の人 JJ 制l を突き、{政111 させます。 ~I)

いと ジョ イントと のカιみ{tl'が少な〈、ジョイ ン ト

がI~，刻11 します。

:xの )jU;てJ~ さの(I'mu.~. をして( t~. '=' l・0

(1) :l 山 リンクにプ~7 ラを JI(1・lけ、先行の迩4うにトァ7"

リンクの J~ さを介わせます。

(2)iIIIJ 1: ~レ つ はいに卜 If. ジョ イ ン トを七ツト L ます 。

(;1)ジョイントを』止ながh、illillを少Lずゥ |げ.ノドード

にな った，i}rで、突l'ていないか附:必しま寸。突いて

レる Jh~{'ì" 'i. Hl 、分1:'切るか. );Iil' L <i)と火検しま

す。

(1)iIIIJ 1 を 1.1:して:;'ョイントの「カ"rースキマJが

|、1<の @Itl l人l にあるかI~，I，Iべます。

mスキマがkきすぎると ジョイント の1;!1!l1tヵrィ、J止しま

寸。 l~ ぃ b のと交検して〈人'さい。

~I])n 111，阿
般車( ジョイン ト型式 M紛(mm争)J主

カ"ースキマ ロータリー
(m.) 別式

CLC¥'-Z655 650 28-106 i¥IlX Il 
Z 705 700 28-156 ，1 S 

4 Z 755 750 28-206 
セ 2805 80日 2H-256 
~ 

ジト Z855 850 2S-:106 

ヨ B Il C V -Z 752 750 22-121 ~ I X Il 
イ Z802 800 22-171 IL ン
ト Z 852 850 22-221 

Z !J02 900 22-271 

2952 950 22-~21 

μIジ': l BI】じV-760 iS6 0-170 ~ I X Il 

イン回
3 S06 。-220 :1 S 
906 。-:120 :J L 

』、ジ1凪6乙 B ¥)-2 706 O-zoo ~ I X Il 
760 7:;6 0-250 :1 L B 

ヨ
0-:lOO 2 S イ 806 

906 0-400 
2 L 

+35/3L、25/2L仕様

・ここでは. :3七 y トと 2l'ヒ y チ~小心に 11見iリ 1 L;I: 

寸。

:3七ッ卜と ・l七ッ卜のi!Zいは、ショイント世 子て十l

けるか、 IHJJ災liカ・のi12レです。

・ジョイントのHさは、先行寸るトラクターの別式に

より 目:なります。 ごi1 :文 11 ，\にトラクターの jtl!よ ~llJJ

d仏、た t~.ければ.それにf子っ た b のが1・j'l 'てレきま

す。別式がィ、llJJの場合l;tf.:!恨の J ~ さの抄'J~I.j け てレ

ます。

~ :: J ~すぎるジョイントをお行すると、 トラクターの l'

1 ・ 0+111か f1 ・ :!fï憾の 八 JJ 帆を突き.日I~HI させま寸。

'''~'， (l' tジョイント のかみ{tl'が少な(，ジョイント

カ'I~kJ1l Lます。

二大の Jiil、て H~ のW，W.~L て( t~. '=' l・0

(1)ロータリ-i-'ゆっ( 1) 1'. i" L. トラクターのI'TO

申111とロータリーの人JJ申1'1カ'I，;jじ刈さになったところ

でilliJ1:をロ yクしエンンンを11めます。

(2) l' T 0+111へy ョイントをJI(j・l'IIます。

(3)ジョ イントをレつはいに布11的、ジョイントの先端と

ロータリーの人}J+IIIとのIIUに、 I cmはど11¥1悩があれ

lí そのまま山川てきます。 lI\j pl~カ?なし .J~l{} は、 J~ い

分~切|析します。

P T 0事由冊l 入力軸側

中 判酔よヰ



(，I)i!IIII: i' 1 卜して、 ジョイン トの「カパーのカ・み{'!"l、」

が8cm以lあるか，).'.jべます。

「カ川ーのかみイい、」が少ないと ';~lJ主が不足しま寸O

Hぃbのt交換して〈ださ l.。

柵~ベ { 1酔
かみ合い

図ジョイン卜の切断方法

(1mい分t:'けプラスチ
ックカノゼーをオス ・

メス 1，1，j}j 1;1) ，) J，.りま

す。

(2)切り取ったプラスチ

ツクカバーと[，;jじ j去

さを、シャフ卜の先

端から，flります。

(3)戸ヤフト{(I~'，'j jjf カヅ

ターか全ノコでオ

ス・メス 1，1，j)j1;I)ltliし

ます。

('11切り 11士ヤスリでなめ bかにf1 ・ 1 '. げ、グリスを~:;t 1) 

オス ・メスHllイ干わせます。

園 取付方法

(1)ジョイントのロックピンイ:!:-{II'LなカT句、 1'1'0+111.

および人lJ，''，へjIfi人L. ロァクピンi'申111の品【でiIめ

ます。

ハンマーなどでジ

ョイン トをたた き、

強引に人れないで

( t:'さレ。
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ロγクピンのti(iカ?

1 cmnUI'，ていれ

ば(J'(c人にロックさ
れています。

1 cm以上

3 七ットの.t~~{}l .;t、 r ì";: j凶!ム fll ジョイント」をJ[~ 1 ・l

けます。(2512Lはjlt(_ilUジョイン卜)

必ずJムfllflliJセトラクターのPTOMIへ七ッ卜して〈

t:'さい。

作業機入力軸 トラ?タ-PTO軸

川柳「二 l叫rUIIIIC!

人}J~III j}，ずーは、 9トさ なくて b、ショイントは1・lけ

られます。J，.j./"1 j. .'.'.':検するときは. ドlχ|のRピン

を紘色、 l に 1'.lfます。

(2)ジョイン トカバー

のチェーンを、 ト

ラクターの ~)Jかな

い I~~I昨につなさ'ま

すo ;11111:を1'.1;し

ても 1)1っ似られな

いようにたるみを

持たせます。

{ 



A危険
・取外したトラクターのPTO軸カバー、入力軸カバ

ーをもとどおりに取付けてください。守らないと巻

き込まれて傷害事故の原因になります。

lトラクターからの取外し|

A讐 告
・ロータリーの取外しは平らで固い場所を選ぴ、いつ

でも危険をさけられる態努でおこなって〈ださい。

・トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A 注意
・PTO変速レバーを「中立Jの位置にして、取外し

てください。守らないと傷害事故につながります。

回ロータリーのゲージI蛤士l州市し、弘i"i.U.Y'i: 1，;1じ迩4jJ

にしま寸。

図式1プラのストッパーを附除し、レバーを1;I ~ .て.ロ

yク士解除L止す.

固ロータリーをゆっ(1) 1;1 rます。カプラのロワー7
yクが11.<け、 トップピンからトップファクが外れた

のを昨必してから、叩っく りト ラクターをliijjfuさせ

ます。

外れないI~\作は. トラクターと ロータリーのんーィ1の

19 

何i~'fがイヤって レないか. トラクターがま っす('Iiij.illi

していないかのどちらカーです.附(.ほしてやり，，'(Lて

〈ださレ。

+2S/2L仕様

ジョイントi'.JI( 1・lけt辺の釘;(iでJI(外します。

図ゲージ輸の1，'f.i;'t -!'袋行のときと 1，;1じにします。(ア

ームの |ーから :l得11.ホルダーの |ヅ〈です)

国スト ツハーを解除し、 lk'りを Tliijに目lします。

illIll:をl‘Ifると、そのまま 2，1，'，':ヒッチが外れますロ



トラクターとの調整 | 

A瞥告
・ロータリーの鯛整をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

L、。

-トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

囚 振れ止め調節

トラ クターを小心(PTO車111)とロータリーの'i'心

(人JJ申111)を-1内線に介わせ、チェ ックチェーンを';U

ります。 イ iの~ぃ IJIj.¥では、ややゆる <~l~っ て <1:'

さL、。

園 前後角度鯛節

fj， ~状態で、人 JJ+111が水平になるようト ップリン

クの此さを，附節し ます。

園 水平の銅盤

ロータリーの1己;(iカfノド・l'になるように‘ トラ クター

のレベリングハン ドルを1"1して、ホリフトロ ッドの

1~ さ を wM1íîi します。
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固 ゲージ輪の幅鯛節

ゲージ愉ホルダーを11:めてレるボルト ・ナットをゆ

るめ、 トラクターのタイヤの1&ろにイ干わせてスライ

ドさせます。

-33J園地苛酌ì}:~凶E

A警告
・トラクターにロータリーカ河寸いていると後ろが長〈

なり、機幡も広くなります。周囲の人や物にj主意し

て旋回してください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

L、。

-急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメーカー

純正のバランスウェイトを付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない温度にロータリーを下げ、Jl心

を低くしてください。使用するアユミ板は、強度・

長さ・幅が十分あり、すべり止めのある物を選んで

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A 注意
・トラクターにロータリーを装珊して公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両i記盆反」

となり、事故を引き起こす原因になります。



田彬似jのときは‘ロータリーをいつはいにlげ. illlll: 

ストッフバルブを〉じ全に m.1めJ.卜がるのを防ぎ

ます。

ロータリー古川eイiにlb<れないように、チェックチェ

ーンをリ:u1) • ロァクナ y トを記官めてくださ l.。

固 lよ場へのHI.人りは11'(1'1に、ゆっ〈り liijj庄でおニなっ

て(t~.':.> l、。

園ィ、~，~J也 ・ :[\~~を!lょ íj寸るJJ.l{，;-は均・ド似{(11;1 ~f: Lます。

スプリングエンドをい 勺 1Iレに卜 If、ノ\';f・ ~';~i めgJ

'ド十Ii.のf.JJきを11めて(1~'':.> l‘。

園ロータリーのj也l刈がィ、J止する場合は、 トγプリン

ク~針i的、 J也 1 '.I~':ji-'附iI恥して(1':さい。

A 注意
・トップリンクの飼節をするときは、ロータリーを下

げ、エンジンを停止してからおこなってください。

守らないと、傷害事故につながります。
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上手な作業のしかた l 
田 作業速度と回転車度

トラクターの(1・1佐ilil!l:1:ロータリーの1"1，，;辿litは-111
l比l関係にあり止す。 1‘ 1< 'c めやすに (1 : ~駐 日 (J'.Jゃ u也

条 ('1 に介わせて選択して(1~'さ L 、 。

1"1 
+ム
jll 
I~ 
( rpm) 

1" 300 
辿

L‘250 

i出200

L1.150 

討

@ 

1.0 

⑦ ③ @ 

(;i) 。
② ① 

2.0 :1.0 1.0 

←jIiいトラクターfn<:辿1主(km/h)述レー・

①ノド川の旋起し (n~:は IMIIII"I恥;l'(を一得i出( L 、 (L~

ilil主を 2-:1 km/hにします。

(2) it 1:1の大~ l 、';U，WiU也で1;1.(1:業iliI!l:もjI1(します。
(: ~) *llii!I~.J主力 r，:':j ( 1'.を抱きやすい状態では、 JMIIII"I+.ムを

iliめにし(L¥!¥ilil主をj出〈します。

(j)川IJ也の仰 UU!¥は、 IMIIII"".ムを 2併11にします。

③制lIr.tUJ~ ならJr\州 1 "1 恥‘セ 3. 4併11とili(します。

@プラウ州、スキm'ff.でIJ(L~j:JU!l: b jili (てきます。

②恥;(1ソド川の仰 1'.(1・l!1ム爪申1111"1+，;をili(、(1:l!ifl主

を~正〈して.ていねレ 1:桃します。

@ I'.J也が|山1(グツンングしやすい所ではJi1.劇111"1転士辿

めに、 ilil主を~正くして (1 ・ 1佐をお ニ ないます。

⑨イlのtレIJJVjでは爪申1111"1"、ifl主、 f1来ilil主ともにj出

( Lて(.. !!JiJ (t~'-:::'l ・ 0

A警告
・ロータリーの鯛節をするときは、 トラクターの駐車

プレーキをかけ、 PTO変速レノ〈ーを「中立」の位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

し、。

-トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

ないようにして〈ださい。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。



図 耕うん軸回転の変速

(1)排うん制hの1"1似数は虫:iliギアの交換でおニないます。

際ijl;副l込みで4I北附の虫:iliがてき、 オプンヨン 0)11 

'/e. 1) )ギアで、 9段目?の変辿ができます。

ギア組合せ 爪軸悶転数
~~式 変辿

(540rpml時)③変速申h ⑮入力制1

251噌 181' 165rp1ll 
~ 231‘ 201、 199rp1ll 

司I( 201、 23'1、 26:3rpm 

181' 251‘ 317rp1ll 

271‘ 161' 1 :35rpm 

161' 271、 386rp1ll 

MXR 261、 171' 1 49rp1ll 
オ 171' 261、 349rp1ll 
プ
ニ〆 241' 191' 181rp1ll 
ヨ
... 191' 241' 289rpm 

221、 211' 218rp1ll 

211' 221‘ 289rpl11 

151' 281‘ 427rpl1、

(2)ミッションケースのキャ γチク リップを外して、

ヅ LノヨンケースをIIIJきます。

'1'の変iliギアを人れ伴えて埠:iliをします。

※交換したギアは必ずミ ツンヨンケースカバーに七 ッ

トし てカハ‘ーを閉じ て(t~.さい。
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園 作業深さの鯛節

ゲージ蛤iIめピンをIjIき.'1'，し、 ゲ-;/愉アームを |ー

ドし て，刷物します。ホルダーには|ド2ヶ刈のiIめ

ピン火があ ります。以|のよ うにUi・:作士以申ムさせま

すと 1.5cmll¥l附で川節ができます。

アーム

ホルダー

止めピン

ノr.イ，のゲージ輸はI"Jー火に七ットして(t~.'(:. ，、。

トラクタ-i11i1I:1ムポジション コントロールをf止レ

ます。

~ 均刊置の飼節

t句。I'fliの 1'.ド、およびjlllぇパヰのl州iiii/1、作 I :fl:fi~ .

lのJλ恥:nfi色、ぷI(iiの11:1'.;がりに太古(I必押しますロ
j単結ロッ トの 1.のスプリングエンドをス ライ ドさせ

1~.'.1 ûîj します。

(1)一般耕うん

スプリングエンドを 上げて判[1ぇパ亦をフリーにし、

且J'11.似の抗Jilt.:けでぶ1Mi'jl[lえます。

(2)*1111也の昨l

スプリングエンドを卜げて引[1えパヰを告 かせ.ハヰ

のJJでぷl師をjl[lえます。

(3)イiのj:ぃ1m.)や料iiluU11でl阜、jl[lえハヰをフリーにし、

ローターピンを |、から 2-7併11の)'¥I こ X四 して J~J 、 l'

似をぷ 1(liか ら げ由 白せ、 J~J' Iλ似の1JIfliiゃu切りを少な

「



( LてfJJ!111して(t~.~う L 、 。

(-ilt!J‘ド似のはね 1'.1r 
ロータリーの爪交{砲なとのメンテナンス 11 ・ ~II.\に )'J

iド似合 I:t.u1'.1 rて)'1f，IJにロ yクすることができま寸。
(0スプリンク'エンドをー併 |の火11'r.;;'(;1:で 1げてお

きます。

2 ~ヶ l析のストツハーヒンのレハーの l のポタン i"'

llll Lレバーをロ yクのfl'~i ;t(に七 y トします。

(;1 J!J'ド似を持ち 1'.lrると、ストド、ーピンで1'1肋に

ロックしま寸。

③J'Jιl'似をおろす)1，¥は、 2ヶ刈のスト yパーピンの

レバーの lのポタンセ押 し、レバーを解除のflY. j;'I: 

に七ットします。J'J'1叶lá 少し，，~ち 1 '.lf るとスト

ッパーピンのピンがl'1 f')JにV.iけてか (J.t~)・ドflá 叩

っ〈 りおろして〈ださ L、。

A 注意
・作業 ・移動時には、ストッ1¥ーピンを使用しないで

〈ださい。
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固 延長均平板の操作

畑IIJ血などで紋 11 を ならす延長均、l '似は、品;の~似て'

J品11'します。

A 注意
・延長均平板は、本書のとおりに操作してください。

守らないと、手をはさみケガの原因になります。

f長カ， L，凡て左側の延長JlJNJiは、 右手で操11'Lます。

) 1圭カ・ら凡て右側の~H均白|ψえは、左手でJ品 11 します 。

園 傾斜地での作業

傾斜地では |ド }jl: ， J に fj'~ します。 トラクターがiht

されず、 11'.1院がやりやす(11: 1りがされL、です。や

むをえず、繊何lれて11・1起するときは. トラクターの

ihtれを防(， t~ 的、 ! の }j lJ ' ら 11・~して( t~.::. ~、 。



@ 

@ 

| 作業方法 | 

田 耕うん方法

( 1 ) Ii![Ii' 1J 1Jの l;\:j也 を 3íiN分jr~ ります。 内 II!IJ にも枕j也 と

1 ， ;1 じ耐作伐し、 ①カ 自 ら 円~~!tfÎめます。

(2庖X荻叡3⑤lま l機1Jiを i1:1\Hn~ します。

(枕1也と同じ幅)
(枕地3行程介)

ドー⑤
豆こわ

ドー③

(4)一一

b 
ーーーーー ① 

②一一
〉
(枕地)

(枕1也と閉じ幅)

(3)枕地の1)，1rl!lJ⑦、 そして@延泌Bを1"1り11業します。

(4)7ゼ防何M政8⑪を1"1ります。

プラケッ 1，rl¥lJをア七下?にして、伐中Jfを少な〈し11'l¥

してく 1:'さい。

( 5 )! ，1d去に伐っ たC災以g従量を 1"1') ‘ I l iJ.~から n'，ま す 。

⑬ 

⑬ 

⑪ーー卜

十。
⑬ 

十一③ 十
⑮ 

、，

⑬ 
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作業時の注憲 I 

A著書 告
・作業中は、 トラクターとロータリーのまわりに人を

近づけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付き

を外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 トラクター速度を遅くし、大きく回ってくださ

L、。

-ロータリーの鯛援をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこ。なってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

-アゼ際での11'l¥は、アゼにロータリ ーをぶつけない

ように rl~辿で、余裕をも って見1!恥、して〈ださい。

• 11' l¥が終わりましたら、 1:やコ'ミ をIlij.¥1人lできれL、
に務とし、道路には泌ときないで〈だき L、。

.f点目1'1'ロータリーに兇状がすa'lしたら、す「にエン

ジンを11:め.'.'.¥+'9<をして(1:'き L、。そのままf止JIJL品i

けますと、 1也の昨11分にも打11Mがひろがるおそれがあ

ります。

( 耕うん爪について | 

A警告
・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選び、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位
置にして、エンジンを停止してください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧ストップパ

ルプを完全に「閉め」てロックし、さらにロータリ

ーの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

ロータリーの爪の交換は、 一度に令部外して しまう と

配列をII¥J.i卑えやすくな ります。 I本ずつ外して、 |日lじ

b のをjr~HII てく 1:' さ t 、 。



回 ロータリーの爪の種類と本数

Ir¥には LIr¥ -R Ir\の 2 附町iがありま寸。 Jr\の ~11i'1Iて

1可))11して 〈だき レ。

フランジタイプ

い411 A25GL A25GR 合計
MXR1708 18 18 36 

/1 1808 18 18 :16 

/1 1908 20 20 ，10 

/1 2008 20 20 10 

/1 2208 値')')目 2~ -14 

/1 2408 111 ~ II 48 

国配列方法

フランジタイプ

① Is:JdJliJのフランジには Mうん+IIJセiIめている

;j{ノレ卜以外に、 2-1>:のJr¥'" JJ( j・lける火が4ケlil[あ

ります。 フランジのん，1(liにMtH*ナットと Rm"，

f.1け、フラ ノジのイiI fI同・らポノレ 卜 ・ バネ I'l~全を入

れて統的1・lけます。

②円~9111χJ"，参!!'lL _ J，pl'\ になる I~Ir¥ '" 7ランジへIllil

にJI(/.Iけます。JI<f・lけるフラ ンジ1MをJl¥J.ia.わない

ようにして(t:--::.い。ボルト l.i爪fJliJカ・ ら人れ、フ

ランンfl!lJでナットで締め1・lけます。lχlでわかるよ

うに爪の円ω11は111のJf3になります。

MXR-1708/1808 

MXR-1908/2008 
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ホルダータイプ

いdf1-I14L 1-114R A24L A24R 合計
MXR20081-1 18 18 -) 2 40 

/1 22081-1 20 20 フー ワ 4'1 

/1 24081-1 ワ-フ. 2・? フ‘' 2 48 

M爪タイプ

庁トdt M5GL M5GR 合 nl
MXR 1708M 2，1 211 48 

/1 1808M 2-1 '18 

/1 2008M 27 27 [).I 

ei)1枚のフランジには. R爪と L爪が 2本ずつ交

1，に、 4本JI<f.1けます。取付けるフ ランジの1(liは

11 i fJJに 1 ・l けた I~ 11¥ 1: I，ilじ1MにLJI¥をJI(f・lけま寸。

っき'にf.Iける RJr¥ 1;1. M ~J) に卜l けた フラ J ジ1M と以

刈のI(!iI:JI， f.1け、I，ilじI(日に L爪をf.Jけます。
(J) -Is:.{ i fl!lJのフランジへはL爪を 2本.フラノジの

イ iの 1M に JItf. 1 けま す。 ここはボルト・バヰN~: ~骨を

フランジfJliIから人れ爪fl!llで心特殊ナ y トで締めj.J

けます。

MXR-2208 

MXR-2408 
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ホルダータイプ

1'1;;<1 '<'参!!((L て門己列してく fJ5 い。 ~~刊1，の‘|ι 1 (li~iJト

では、申"Iiが巡ってもホルダーのJ I\J I~j. 1 ナット fJliI に

爪の1111りfJliI'<'介せると円e911ができます。ただし.

[，llj端!のフランジにはサイドJr¥が1;;<1のように十lきま

す。

2
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M爪タイプ

各フランジ爪組み付け図(MXR08M.LXR08M) 

A図 日図 c図
日I1'.1ヌ|はチェーンケースII!IJより見た凶で. )，~~"となる爪
(車}綿}のf，'!.;ru!:''J~ して t イ ー. .

組み付け手順

[)/にサイドギiサイドの組み付けl阜、それぞれA1;;<1、

C 1;;<1のよう になります。

2) 1人JfJliIのフランジは‘小〉火'cをJ必』出Eいf僧に4令、剖郎IsJ:ii凶Z訓|の-1';11官Gな: 
正11みj.1けとなります。

3) * lojlの爪は件サイドフラ ンジの内fl!ll*11みj.1けとな
りま寸。

wのfkftl[はチェーンケース1Mカ白らtkえたフランジの昨りです)

園 爪の交換

Mf うん爪 111~./( しますと、 lのJλ恥‘刊自Eや作 I:-r!:!jg

に人ーさ(i;!jW L ~寸ロ 伐りが、ド分以 卜 になったら交

換して〈ださい。

.ロータリ ーの爪を交換するときは、 j';J'1λ似をはね |

げた状態で1jないます。

( I'.lな作業のしカ・た 圏J';J・I'Hiの，UI.I節 ('1州、J'.I担の

はね 1'.げを参1111して〈ださ L、。)

-.~~回当主昌吉541・JJff・-

i長〈お{止L叫、ただ〈ためには、 11'，1;';の似す・:'ji=JlHが人:1;1) 

です。

A 警 告
・点検・5重備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らで固い場所で、 トラクターの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・ 整備をするときは、 トラクターの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを 「中立Jの位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧ストップパ

ルプを完全に「閉めjてロックし、さらにロータリ

ーの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

A 注意
・点検、登備をするときは、内側のステンレス彼の端

部等に十分注意しておこなってください。守らない

と傷害事故の原因になります。

i耐久性をljY/L、硲dVJ先JJ‘#をJ'.げるためには. 11'，1;';のi祉

;'j''i'i-J111が大切です。

.作業終了後は、よく水洗い Lて水分をふきと って〈

t~.さい。
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ボルト・ナットのゆるみ点検

ロータリーは、似品')Jのig~ し い機械です。 ('I!J1 /11，¥ご と

に作用iのポルト ・ ナット、特に Jr\JI~( ・1' ，r.Jレトi'JjYJ締

めして(t~. '::-L ‘ 。 $lrc'u\のJ~~{? ，.t.似J11211S'lIiJl去に必

ず榊締めをして(t~.さい。

国 ジョイントの給油

・人MIIIi:ジョイントのスプライン日1I にはグリスを ~ftt

'J、サヒなレようにします。怖納するときは、人JJ

+111にキャ γプをかぶせて(t~. ，::- L・0

刊に 4 セ y トジョイントのJJ，~1斗は、スプラインをjJl

114 しま寸と.弘行イ、fmlこなります。 コミやiJ~などが

1・ 1'{(iLt~J品{~Ii.e:. -r .;、き JI~って( t~. '::-L ・0

、グリスニ yプル

('J! 11 111.¥ごとにグリス T';17をする。

Hショイントスプライン市1I

ンーズン後にグリス T~折る 。

{仁ンヘ・ 7ト

ンーズンf主にグリスを喰る。

1>ロ γクヒン

ンース。ンI去に汁 1111-'る。

@ 

⑨
 

⑥

/

 

[広角ジョイント〕

国 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェーンケースセ IFw'，にLてオイルの1，1:T .I，'，.:t金Lて
( t~. さい。 ィ、;止の J~Iイ~Iiギアオイル詳90i' Mi*:lして

〈ださ t、
①ミッションケース

オイルゲージの主'1み線の11¥1

②チェーンケース

検れ1111プラグ1(liまで

(2)オイル交換

I)j.lll'， (.:i ll、いこは給illl してありますので、~~ 1 1"111の

交換まではそのまま仙川して〈だき L‘。

MXR08 

給 illl
間iftilll illl銑 交換 11年 1111

簡所
の布l矧 (0 1 1"1 1 1 21"111以降

ミッションケース
ギ7オイル

2.8 30時UI/1を l501l.¥'II¥1 i砂
再90

チェーンケ ース " l.i " " 
プラケフト軸受剖l グリス 3車I，l " " 

(1)ミッションケース

ドレーンプラグを外してオイルセ州:11，します。 ミy

y ョンケースのiU111I1より新しレオイルi-'m. ~i: 111:. 
*~~il li して 〈た'さ L '。



121チェーンケース

チェーンケースカバーのト.レーンプラグを外してオ

イルをj)I'II'，します。 1のil'.I11t1 1カ.C，胤定1止を給;111し

てく t:'さL、。

131ブラケット柄h受1m

プラケットガードとプラケットカハ;ーを外して <t:'

きャ。ベアリング日11に，11~ .グリスを押しW.すように.

~Ji しいグリスを il 人します。

b割込
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固 消耗部品の交換

(11チェーンケースガードの交換

チェーンケースカ。ードはチェーンケースを[民.i曲Lて

レます。火J免がi揺れるとチェーンケースi'1'fl)りオイ

ルカrbれ、チェーンやスプロケ γ ト、ベアリングが

州似します。五JUf(I'.J Iこ以

チェーンケースガード

(2)プラケットガードの交挽

フ'ラケッ トカ'ード1;1.;(iHトうん事Ihカノずーを f~，t!白 L てい

ます。スリi成りましたらポノレトi'外し交換して〈だ

さL、。

ブラケ y トガード



A警告
・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください。

・ロータリーの格納姿勢は、「トラクターへの装滑 ・

取外しの姿勢jにし、前後への転倒防止をしてくだ

さ¥，'. 

-連結パイプの所定の位置でロータービンを止め、均

平板を固定し後ろへの転倒を防いでください。

・カブラはロータリーから外して、地面に置いてくだ

さい。

・ジョイン卜はロータリーから外して、地面に置いて

ください。

・格納庫には子供を近づけないでください。

守らないとロータリーが転倒し傷害事故や機械の損傷

につながります。

.i柱部のできない、人JJ+lh・ジョ イントのスプライン
には必ずサヒ iI めのためにグリス士~1tってくだ色 L 、 。

29 
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[ アタッチメント一覧表(オプション)

このロータリーには、次の7'7γチメント ()jlJ-，'aがと りそろえてあります。 こ'虫!'Wこ!止、じてこ~iI :5cお臨Il 、 lX します。

分類 ，e，z，， z 名 型 式 fIJ 途 1708 1808 1908 2008 2208 2408 

1・1，リッチャ ー I~ 1 A If，JfJ畝力 O O O O O 

3耳Eリッチャー R3A hlF>畝立 O O O O O O 
畝

4陛リッチヘ・ー R .1 A " O O O O O O 
立

t~ 上 器 J(BB (JIII }j 畝~'，~ O O O O O O 
}畔
サイドディスク NSD ~JW;UI"I)， O O O 仁) 。し1

I~J 
片 t~ 上司可制! 1量 J(MA fI刊)j川jlliり O O O O O O 

サイドリッチャー J(BF 畝，'r.."Oi~' I O O O O O O 

'ft 陛マルチ MFAー11 n !I::"~般川 O O O O O O 

日百畦マルチ MFA-T トマト.タノ、コ. {也 O O O O O O 
'マ

III 1:'百畦マルチ MFA-IIT スイ tJ. メロン、 1也 O O O O O O 

ノν 汎mJI'刊マルチ MMA-3 スイプ，.メロン、 11うれ O O O 。。ん40・. {也

平市広川1マルチ 恥I ~ I 日 スイカ、メロン.r也 O O O 。O 
チ
2 岐マ Jν チ ~ IJ B /，'レイショ‘ 1也 O O 

2岐平畦マルチ MFB レタス. ( I ~. (也 O O 

4評縦型シーダー U-SIIA 大火、小炎、船 O O O O O O 
施
けん引111シーダー MDR 」、;・'，)..小日、コーン、支 O O O O O O 

I1巴
1/ T PI-I ~f' 菜作 I'f! O O O O O O 

f肝
1/ MR X 施I1巴怖I'ftl州1I O 

府{
O O O O O 

ロータリーソワー RS 椛tf&Jf~ ~車両lJllk.(Ii O O O O O O 

そ プ フ g 爪 PBA 1:寄せ O O O O O O 
の
1也 劃lI:Eローラー 1， ;111.¥似I1 O O O O O O 

A警告重量バランスの調節
・重いアタッチメン卜を装着したときは、 トラクターメーカー純正のバランスウェイトを付けてください。前輸が浮

き上がりハンドル像作ができなくなりとても危険です。

守らないと、傷害事故につながります。
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点検整備チェックリスト l 

時 /11/ f!i 回

① ミツンヨンケースのオイル点検

章rr品使JlI始時
②チエンケースのオイノ川，'，I:.t世

新品依 m2時 /11/ :T-Jレト、ナ y トのI刊締め

① ミツンヨンケースのオイル交換

新品使用 30I時間1 ②チェンケースのオイル火検

③プラ ケ γト+111':2miのグリス 7.."プ

①仙う A爪のJ/(f.J"，j{ Iレト榊締め

② ミッションケースのオイル I lh'，':t'~

使 用 nij ③チェンケースのオイル1.1:.オイル Ltl.'，'.d'''J! 

@ジョ イン卜のグリスニ γプルへグリスア γプ

⑤j也 1M から 上げて いl恥‘させ、 ~M 円 )\!;I kのチェアク

① ~ tu ‘に ijti下して ''' ~ìふきとり

②ポJレト ナ γ 卜、ヒン町1のゆるみ、脱{九チェック

③緋うん爪、ガー I/~.~;の I'r.~é. Nれチェアク

他 m f虫 @人JJ+III へグリス~~~る

⑤ジョ イント.スプライン郎へグリス ~Yß. る

⑥ジョイン ト.ロックピンへけ ilh

⑦品.}J< ，~Ií分へ i i'.i ll l

① ミッ y ョンケースのオイル交換.オイノレ bれチェック

②チエンケースのオイル交検 オイルむれチェック

シ ーズ ン終了 後 ③プラケット州畳間lのグリス交倹

@ジョ イントのシャフトヘグリスを喰る

⑤融検事~，~líへサピ 11 め

@H'i~~ ml品 1: '1 1，めに父挽
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l 異状と処置一覧表 I 

('J! 111 小あるいは似川後の.'.'，(t~II .\ にド必の兇状がit'l: した JJ)j{';'は. 11 i!J)!川せず、す〈に ~;;r( をして〈ださい。

間1(J1. ~Ii: ~~ liil 処

制2:へ'アリングの兇状 ベアリンク'交倹

'I>l 可'内.，. の ~ê 
Ir¥JI< (，1ポルトのゆるみ ポル l締f.I

判十 トlトうん制iIの1111がり 同うん+山父挽
持j 出j の je 

IJI うん Ir\の円~ÿIIU\J&~' Ir¥配初lのチェック
コ

チェーンの切れ チェーン父換

ん 制lが いl ら な t、
削HoJI州の~Jl l 山H，J片山交挽

+111 オ イ Jν も il ウォーターンールの別状 ウす -{Iーシール父挽

伐 Mf がで き る 1.11'うん Ir¥の1'/'~L jJf Il j.)JうんIr，火』時

よ帯 り がす る J.JIう/，Ir¥の円UタJIIlJ j!A l、 Ir\門~ji'l のチェ y ク

チエンタイ トナーの似m タイトナー交挽

チ
品! 一什 の ヲE

~ 
スプロケ y トのmr羽 スフロケ y 卜火4免

ン
カパーハ y キンの ~J It パ yキン交J典

ケ
オ イ Jレ b jl 

ス
チェシケースカバー柿(，1ポル lのゆるみ ポル 1，J刊締め

持品 の 予告 オイル :11 ィ、 ~L オイノレMi給

ベアリンク'の日!状 ベアリンク'交倹

品l 可'命tー の 1e 'E ギ7のmrM キ:i父偽
、

ツ
ベベルギアのカミ{'i'l'ィ、f.! ンムて.J.'.J幣

シ〆 人JJ+liIオイル y ールの児 Ik オイルシール父侠

ヨ
ハ y キンの~Jll 、ッキン失j艶

ン オ イ ノレ b れ
ケ ロ yクタイトの劣化 ロックタイト喰り 11

11し

締f.IポJレ|、のゆるみ ポル |、j刊締的
ス
書品 の ~ê 生 オイル:.¥:ィ、J止 オイルMi*:t

オイル災状 i成少 削HoJJ州オイルンール日:状 オイルンール父挽

;雌 fi の ~ê 生 グリス IIIィ、J止 グリスア γプ

ジ ジョイン トjllれf'lがィ、J曲切 liij 後f'll主迩併の川相
ヨ シ一' ョ イ ン ト P!I り
イ ロータリーの I'，IY寸y リフト 1，1:のJJI.:/;11 
ン

ト た わ む シヘ・フトのカミイ'n'恥iィ、Jι Hl' bのと交換

スプライン刊iの yゲタ ロ yクピノとヨークの!宇It -r-(，に交倹





技3山 キ朱 式 ~ 
'. ~i 

本 社〒386-0497畏野県小県郡丸子町坦川5155宮(0268l42-75∞FAX(0268l42-7556
物流センタ一汗386-0497畏野県小県郡丸子町糧川2949宮(0268l36-4111FAX(0268l36-3335 
北海道省第所.干068-0111北海道空知郡栗沢町字由良194-5ft(0126l45-4∞o FAX(0126l45-4516 
旭川出張所〒079-8431北海道組川市永山町B丁目 32ft(0166l46-2505 FAX (0 1 66l46-2501 
帯広出張所 〒082-∞04北適温河西11芽室町車耳室Jtl蝿l崎19(軍3工軍団~l ft(0155l62-5370 FAX(0155l62-5373 
東北営議所:〒989-6135宮崎県古川市稲議2丁目3醤14号 包(0229l23-7440FAX(0229l23-9010 
関東営業所.〒329-4411栃木県下都賀郡大平町備Ililみずほ5-3ft(0282l45-1226 FAX(0282l44-∞50 
畏野営業所.〒386-0497畏野県小県郡丸子町塩川2949ft(0268l35-0323 FAX(0268l36-3335 
岡山営簸所:〒708-1104岡 山 県海 山市 綾部 1764-2 ft(0868l29-1180 FAX(0868l29-1325 
九州営誠所:干869-0416熊本県字土市総山町11 34-1 0 ft(0964l24-5777 FAX(0964l22-6775 
商九州出現所:〒885-0074宮崎県都峨市甲斐元町3389-1宮(0986l24-6412FAX (0986l25-7044 

02.03.003KY 


